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研究期間  平成２６年 ４月 １日 ～ 平成２７年度 ３月３１日  

目的・趣旨  

マラリアは世界の 3 大感染症の一つに挙げられ，妊婦がマラリアに罹患した場

合は症状が重篤化する。妊婦がマラリアに罹患した場合，通常の感染に比べて重

度の発熱や貧血が起きることに加え，胎児の子宮内死亡・低体重・未熟児出産な

どが誘発され，その要因として胎盤にマラリア感染赤血球が集積することが考え

られている。しかし，マラリア原虫がどのような機構で母体および胎児に悪影響

を及ぼすのか，妊娠時特異的に重篤化する機構は分かっていない。本研究では，

胎盤の構造が霊長類よりもヒトと類似しているマウスを用いて実験解析モデルを

確立し，妊婦のマラリア罹患症状を克服することを最終目標とし，マラリア原虫

感染による妊娠母体・胎仔への影響を生体レベルで理解することを目指す。  

研究経過の概

要  

こ れ ま で の 研 究 で は ， 妊 娠 日 に マ ラ リ ア 原 虫 感 染 さ せ ， パ ラ シ テ ミ ア 上

昇 ピ ー ク が 胎 盤 形 成 期 と 重 な る モ デ ル を 作 成 し た 。 こ の モ デ ル で は ， 母

体 症 状 の 重 篤 化 と 高 い 胚 吸 収 率 が 観 察 さ れ ， 出 産 に 至 る 個 体 は い な か っ

た 。 そ の 後 ， 着 床 時 ・ 出 産 前 ・ 出 産 時 ・ 出 産 後 に 感 染 ピ ー ク を 迎 え る モ

デ ル を 作 成 し ， 感 染 の タ イ ミ ン グ に よ っ て 流 産 率 や 母 体 生 存 率 に 異 な る

影 響 を 与 え る こ と が わ か っ た 。 そ の 中 で も ， 出 産 後 に 感 染 ピ ー ク を 迎 え

出 産 に 至 っ た 個 体 に 着 目 し た 。 こ の 個 体 は 通 常 の 出 生 仔 重 量 と 同 じ 産 仔

を 得 た が ， 娩出後に母体症状が重篤化し，適切に哺育できないため，産仔自身

の成長能力は不明であった。妊婦のマラリア原虫感染では，流産や早産，出生仔

の低体重・発育遅延の報告があることから，本研究では，本原虫感染妊娠マウス

から得た産仔の発育能力を，里親哺育によって検証した。  
[方 法 ]妊娠後 day8の妊娠雌マウスおよび非妊娠雌マウスをマラリア原虫に感染

させた (妊娠感染群および感染群；PI群および I群 )。PI群，妊娠群 (P群 )ともに妊

※新規か継続か、該当する方を記載  
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娠後day18の午前中に帝王切開によって産仔を得た。実験群より1日前に膣プラグ

が確認されたマウスを里親として，PI群およびP群の産仔を哺育させた。仔マウ

スは 2日毎に体重を測定した。PI群，P群， I群ともにパラシテミア・ヘマトクリ

ット値など血液成分値および体重の測定を行った。尚，帝王切開時には，産仔体

重，胎盤重量の測定を行った。  
 [結果 ] PI群・ I群において，妊娠後day20でパラシテミア上昇のピークが同様に

見られた。また，PI群では I群と比較して有意に妊娠後day18でパラシテミアが高

かった。これは妊娠時の免疫抑制によって症状が重篤化したものと考えられた。

帝王切開時の産仔重量・胎盤重量・リッターサイズはPI群とP群との間で有意な

差は認められなかった。里親に哺育された産仔マウスは離乳までの3週間，いずれ

の日においても実験群間に有意な体重差は確認されなかった。  
 [考察 ] 今回用いた実験スケジュールの膣プラグ確認後 8 日目，すなわち胎盤形

成期に感染を行い，パラシテミア上昇のピークが出産後に起こる群においては，

出生仔低体重や流産が発生しないと考えられる。  
マラリア原虫感染した母体の出生仔に関して，成長やその後の経過をマウスモ

デルで検証した報告はほとんどなく，里親を用いた今回の方法は産仔成長を測る

上で今後活用可能な手法であると期待できる。  

研究成果の

発表  
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